
１～３月が二輪車による
死亡事故が年間を通じて最多！

ある日突然、大阪で死亡事故にあわないために【令和５年２月】

大阪府警察

・二輪車の死亡事故は年間を通じ１～３月に多く発生しており、時間帯別では通勤・通学時間帯
（特に６～９時の間）に事故が多発しています。時間に余裕を持ち スピードを控えて、ゆとりのあ
る運転を心がけましょう。

・停止車両や走行車両の間をすり抜ける行為は大変危険です。無理な追い越しや、すり抜け運転
といった危険な運転は絶対にやめましょう。

※１ 上図は、大阪府下で過去３年間（令和２年～令和４年）に発生した二輪車の死亡事故データを作成したものである。
※２ 交差点等とは、交差点及び交差点付近をいう。
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ライダーの皆さん

右折25人
（21%）

出合頭21人
（17%）

工作物衝突17人
（14%）

追突14人
（12%）

転倒9人
（7%）

追越追抜8人
（7%）

その他26人
（22%）
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６～９時が最多！

二輪車の死亡事故の多くは交差点とその周辺で発生。
時間帯別では６～９時、類型別では右折時、出合頭が多発！

車のドライバーの皆さん
・二輪車事故の多くは交差点等で発生しており、出合頭や右折時の事故が多く発生しています。交
差点を通過する時は、スピードを控え、周囲の安全確認をしっかりと行い、二輪車の動きに注意し
てください。


